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し
い
寒
さ
も

も
う
間
近
か
・
・
・

黄
金
色
に
実
っ
た
稲
穂
の
取
り
入

れ
も
終
り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
十
一
月
八
日
は
立
冬

で
す
。

こ
の
白
か
ら
立
春
の
前
日
、

す
な
わ
ち
節
分
ま
で
が
暦
の
上
で
は

冬
で
す
。
立
冬
の
あ
と
、
小
雪
、
大

雪
、
そ
し
て
十
二
月
二
十
二
日
の
冬

至
と
続
い
て
、
本
格
的
な
寒
さ
に
向

か
い
ま
す
。

おもな内容r-v-v-vーl

。昭和 57年度決算状況… 2.3P 

O河西大林地区も
土地区画整理…..4P 

。押越地区が優勝
(体育祭)……… 5P 

<>ふるさとづくり(西条新田)
私の趣味……・.6P 

O税のひろば・お知らせ一… 7P 

<>保健だより・出生・婚姻… 8P

町の人口・男 4，793人(+22)・女4，736人(十11)・計9，529人(+33)・世帯数 2，773戸(+16)・10月 1日現租)内は前月比



昭
和
五
十
七
年
度
の
昭
和
町
一
般

会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・

渇
水
対
策
事
業
特
別
会
計
・
老
人
保

健
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
初
十
三
億
六
、
四
八
六
万
円
の

一
般
会
計
予
算
は
、
西
条
小
学
校
建

設
事
業
の
用
地
取
得
、
造
成
工
事
の

た
め
の
町
債
の
増
加
に
よ
り
、
決
算

収
入
額
は
二
五
億
八
四
八
万
五
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
支
出
額
は
二
三
億

報 昭和 58年 11月 1日発行 (2) 広町手口Bs 

簿を公表
七
、
一
五
七
万
二
千
円
で
、
前
年
度

の
土
木
費
に
か
わ
り
教
育
費
が
西
条

小
学
校
建
設
事
業
に
よ
り
、
歳
出
の

最
も
大
き
い
割
合
を
し
め
、
歳
入
と

差
し
引
き
、
一
億
三
、
六
九
一
万
三

千
円
が
五
十
八
年
度
に
繰
越
さ
れ
ま

し
た
。昭

和
五
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
昭

和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

聞
に
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
、
グ
ラ
フ
と
表
を
使
っ
て
表
わ
し

ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
の

家
計
簿
と
思
っ
て
ど
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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(単位千円)計A 
Z玄別特健保人老(単位千円)渇 水 対 策 事業特別会計

出歳出歳

10，034 対比率校付金10，944 医療諸費6，992 入収諸8，288 渇水対策費

4.295 他のそ。費備予1.523 金越繰。費備予

14，329 客員皐公
巾也、10.944 客員京港8.515 客員島公

r、仏、8.288 客員f公
巾己、



(3) 昭和 58年 11月 1日発行 昭和 町広報

歳出の最も大きな割合をしめた西条小学校建設
事業

科目別明細表
(単位千円J

科 日 金 額

教育費 ( 1，006，775) 
寸点主Lゐ 校 費 867，112 

教 育 総務費 71，543 

保健体育費 29.877 

中 子Aえら与 校 費 21，313 

社会教育費 16，930 

土木費 (366，361) 

道路橋りょう費 264，056 

都市計画費 64，844 

土木管理費 17，253 

河 )11 費 17，044 

住 宅 費 3，164 

総務費 (310，253) 

総務管理費 259，549 

徴 税 費 34，640 

戸籍、住民基本台帳費 9，468 

監査委員費 3，992 

選 挙 費 2.151 

統 計 調査費 453 

民生費 (178，053 ) 

児童福祉費 104，487 

社会福祉費 73，566 

公債費 (150，169 ) 

公 債 費 150，169 

農林水 (117，123 ) 

産業費 農 業 費 117，123 

衛生費 015，462 ) 

保健衛生費 74.980 

清 掃 費 40，482 

その他 (127，376 ) 

t自 防 費 79，698 

議 メヱhミ、 費 39，286 

商 工 費 7，392 

諸 支 出 金 1，000 

s- 5十 2，371，572 

〈町の家計

衛生費

l億1，546万2千円

農林水産業費

1億1，712万3千円

公債費

1億5，016万9千円

国民健康保険特別会計

歳出

保険給 付費

総 務費

275，1 6 1 

9，233 

(単位千円〉
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理け五のの 戸 、 ‘ 、 .C.;，，;.;.:-';;，:，，:.'，:'-，>:--

1i5E51海域経種隔葬場:鞠輔
、河ら理と住
い西ピ事もみ
よ大 1 業 い よ
い林アがえい
よ地 l 順る町
来区ノレ調 、づ
年の活に押く
四区動 進越り
月画を み地事
か整続、区業

押越地区につづく

報広町和日召

モデル市街地として生まれかわる大林地区

相
本
町
と
玉
穂
村
が
山
梨
交
通
に
要

町
望
し
て
い
た
、
甲
府
・
山
梨
医
科
大

N

学
問
の
昭
和
バ
イ
パ
ス
経
由
の
定
期

A

パ
ス
が
、
十
月
十
二
日
か
ら
運
行
さ

円
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
パ
ス
路
線
は
、
来
年
四
月
開

校
す
る
新
設
高
校
の
通
学
、
医
大
の

利
用
者
の
交
通
の
便
を
図
ろ
う
と
、

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
バ
イ
パ
ス
に

定
期
パ
ス
遂
行
開
始

てで平却費面 地能る時ルがれた帯接 ら
い、均金は積乙 と を 緑 に の 完 て 道 でし大三
ま事二と四約 の し 完 地 は 道 了 い 路 あて林か
す業十町億八事て備公避路すまがりい地年
o Jζ 五の八、 業 生 し 園 難 が れ す 狭 まる区計
取パ補千三のまた、場縦ば。いす 市 は 画
り l 助万へ地れ未上所横、したが街流で
組セ 金 円 ク権か来水とに幅かめ、化通ス
むンででタ者わの道し造五しに提区セタ
こ卜ま保 l はりモなてら 1 、開防域ン!
とのか留ル約まデど利れ八乙発を のタト
lζ 減な地、五すノレ都用、メのが舗水 l し
な歩いの事十。 市市 で災 !事 お装田とま
っ率、売業 人 街機き害ト業くし 地 隣 す

/"IJ'"、~】~、J、r、/"IJ'"、，-.-."..- --.---.，.-.-...........".. ____ -..-..-.-.-.J"'¥.a-..，. 
時 刻表

甲府駅~医大病 院 3 2 0円 小笠原車庫~医大病院 4 0 0円

(一高・昭和パイパス経由) 湯 村 山製医大病院一花 輪一小笠原線

言業耳発 |JZA見 |史書長|小笠原着 11小笠原発|史書長 l甲府駅|喜業耳著

※ 7， 1 5 I 7， 2 9 I 7， 5 5 I 8， 2 1 11 7， 0 5 I 7， 3 1 I 7， 5 7 I止
8. 0 0 I 8， 2 6 I止 110 7_ 4 5 I 8. 1 1 I 8， 3 7 I 8. 5 0 

9， 0 0 I 9， 1 6 I 9， 4 2 I止 11 “ 8，4 0 I 9， 0 6 I 9， 1 9 
9， 4 0 I 9， 5 6 I 1 0， 2 2 I 1 0， 4 8 11※ 8， 3 5 I 9， 0 1 1 9， 2 7 1 9， 4 0 

1 L 1 5 I 1 L 3 1 I 1 L 5 7 I止 I1 0， 0 0 I 1 0_ 2 6 I 1 0， 3 9 

※ 1 4， 0 0 I 1 4， J'6 I 1 4， 4 2 I止 I1 2， 2 0 I 1 2， 4 6 I 1 2， 5 9 

1 6， 2 0 1 1 6， 3 6 1 1 7， 0 2 1止 ，， ----1※ 15， 0 0 1 1 5， 2 6 1 1 5， 3 9 
1 7， 3 5 1 1 7， 5 1 1 1 8， 1 7 1 1 8. 4 3 11 1 6， 1 5 1 1 6， 4 1 1 1 7， 0 7 1 1 7， 2 0 

定
期
パ
ス
の
経
路
は
次
の
と
お
り

で
す
。

。
湯
村
営
業
所
|
医
大
(
往
路
四
本

復
路
五
本
)

。
甲
府
駅
!
医
大
(
往
路
一
本
)

。
湯
村
営
業
所
l
医
大
|
浅
原
l
小

笠
原
車
庫
(
往
路
五
本
、
復
路
六
本
)

O
甲
府
駅
1

医
大
l
浅
原
l
小
笠
原

車
庫
(
復
路
一
本
)

昭和町役場入口・停留所にて

至国母駅

O印 休 日 と12/29-1/3遺体
※印休日と12/26-1/7・3/26-3/31・7/21-8/31運休

|密室盟|定期パス路線 | 
| ・ |停留所位置、名称|



塚
原
さ
ん
は
「
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
」
と
題
し
て
、
日
頃
校

内
で
実
践
し
て
き
た
、
「
ふ
れ
あ
い

と
出
あ
い
」
に
つ
い
て
、
小
さ
な
ふ

れ
あ
い
か
ら
大
き
な
喜
び
と
な
る
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
校
内
活
動
と
し
て
、

勇
気
を
も
っ
て
積
極
的
に
広
げ
よ
う

と
訴
え
た
主
張
が
、
県
民
会
議
主
催

の
少
年
の
主
張
県
大
会
で
見
ご
と
優

秀
賞
に
輝
や
き
ま
し
た
。

報広町和昭(5) 昭和 58年 11月 1日発行

山
梨
県
民
会
議
表
彰

(
少
年
の
主
張
山
梨
県
大
会
)

押
原
中
学
校
二
年

塚
原
潤
子
さ
ん

長田力さん(飯喰)による力強い宣誓

押越地区が総合優勝

第22田町体育祭一

十
月
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
町

体
育
祭
が
雨
天
の
た
め
、
十
月
十
日

花
、
押
原
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

九
日
ま
で
降
り
つ
、
、
つ
い
た
雨
も
や

っ
と
あ
が
り
、
午
前
八
時
三
十
分
、

大
会
役
員
や
選
手
な
ど
の
入
場
の
あ

と
、
選
手
を
代
表
し
て
飯
喰
の
長
田

力
さ
ん
の
宣
誓
で
大
会
が
始
ま
り
、

「ゴ

l
ル
ハ
イ
リ
レ
1
」
か
ら
「
男

子
地
区
別
リ
レ
l
決
勝
」
ま
で
、
二

十
四
種
目
に
わ
た
り
力
と
技
を
競
い

ま
し
た
。

熱
の
入
る
得
点
競
技
で
は
、
着
実

K
得
点
を
重
ね
た
押
越
地
区
が
総
合

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

V
成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

総

合

優

勝

押

越

地

区

総
合
準
優
勝
上
河
東
地
区

総
合
三
位
西
条
二
区
地
区

地
区
別
リ
レ
1

男
子

一

位

築

地

新

居

地

区

二

位

押

越

地

区

争

+

競

+

に
時
十
一
十
月
五
日
・
六
日
の
両
日
、
釜
無

障
(
日
工
業
団
地
で
電
々
関
東
総
合
防
災
演

+
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑
六
日
の
演
習
に
は
、
望
月
知
事
、

↓
昭
和
町
泉
助
役
を
は
じ
め
、
押
原
小

三

位

西

条

一

区

地

区

+

学

校

の

児

童

な

ど

千

八

百

人

が

見

守

地
区
別
リ
レ

l

女

子

↑

る

な

か

、

昭

和

町

消

防

団

も

参

加

し

一

位

上

河

東

地

区

↓

て

本

番

さ

な

が

ら

の

防

災

演

習

を

し

二

位

押

越

地

区

↑

ま

し

た

。

三

位

西

条

二

区

地

区

↓

V
昭
和
五
十
八
年
度
の
体
育
功
労
者
+

山

は
つ
ぎ
の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)
↑

長

田

善

貞

井

口

健

↓

↓
今
月
は
青
少
年
健
全
育
成

↓

強

調

月

間

で

す

+

(

青

少

年

の

た

め

の

↑

昭

和

町

民

会

議

)

↓
青
少
年
が
社
会
に
お
け
る
自
ら
の

+
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広
い
視
野

H

と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
心
身
と
も

+
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

↑
ま
ず
明
る
い
家
庭
ご
つ
く
り
を
基
本
と

↓
し
、
地
域
社
会
の
共
通
な
理
解
に
よ

+
る
助
言
が
必
要
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

↑
各
家
庭
や
地
域
陪
お
い
て
は
、
さ

日
き
に
配
布
し
た
「
家
庭
を
み
な
お
そ

↑
う
」
の
印
刷
物
を
も
と
に
健
全
育
成

↓
の
推
進
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

がんばってね(玉おくり競争)

本
番
さ
な
が
ら
の

防

災

演

習

乙
の
演
習
は
、
山
梨
県
に
大
規
模

な
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
も

と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
復
旧
作
業
車

を
使
っ
て
、
電
話
を
確
保
す
る
た
め

の
復
旧
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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り
圃~霊EE

さと
づく

報

る

広町

西
条
新
田
区
で
は
、

ふ
る
さ
と

c

つ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
今
年
は

氏
神
様
の
祭
り
に
み
乙
し
を
繰
り
だ

す
計
画
を
た
て
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
や

区
の
役
員
の
協
力
で
、
九
月
の
日
吉

神
社
の
お
祭
り
で
実
現
し
ま
し
た
。

み
乙
し
は
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
、
区

の
役
員
が
毎
晩
公
会
堂
に
集
り
知
恵

を
絞
り
合
っ
て
手
作
り
の
樽
み
乙
し

を
完
成
さ
せ
、
四
斗
樽
や
祭
り
の
ハ

ツ
ピ
な
ど
は
篤
志
か
ら
寄
付
が
あ
り
ー

経
費
は
わ
ず
か
二
万
円
足
ら
ず
で
準

備
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

祭
り
の
日
、
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ

ツ
シ
ョ
イ
、
ド
ン
ド
ン
」
と
景
気
の

よ
い
声
や
、
太
鼓
の
音
が
西
条
新
田

和B~ 

の
す
み
ず
み
ま
で
響
き
わ
た

っ
た
の

は
久
し
ぶ
り
で
し
た
。
み
乙
し
の
で

き
ば
え
の
評
判
も
よ
く
、
沿
道
か
ら

の
声
援
で
樽
み
乙
し
は
大
き
く
上
下

し
な
が
ら
、
二
時
間
余
り
か
か

っ
て

区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

「
ハ
ッ
ピ
姿
に
満
足
気
な
子
ど
も

達
、
声
援
を
お
く
る
大
人
達
の
は
ず

ん
だ
声
、
活
気
に
満
ち
た
ひ
と
と
き

で
あ
り
、
人
々
の
交
流
の
場
と
し
て

子
ど
も
達
に
は
よ
き
思
い
出
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
を
皮
切
り
に

年
中
行
事
に
し
た
い
」
と
、
社
会
教

育
委
員
の
清
水
英
雄
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

樽みこしで練り歩いた子どもたち

若竹子どもクラブ(河西)優勝1
郡球技大会バレー」

好成績をおさめた
若竹、上河東ニ区子どもクラブ

八
月
二
十
一
日
、
敷
島
北
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
第
十
二
回
中
巨
摩
郡
子

ど
も
ク
ラ
ブ
対
抗
球
技
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
バ
レ

1
の
部
で
出
場
し

た
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ

(河
西
)
と

上
河
東
二
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
決
勝

戦
で
あ
た
り
好
試
合
の
す
え
、
若
竹

子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
優
勝
、
上
河
東
二

区
子
ど
も
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
と
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

な
お
、
若
竹
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
郡

代
表
と
し
て
県
大
会
に
出
場
し
、
堂

々
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ク
レ
l
射
撃
で
活
躍

西
条
一
区
の
窪
田
正
男
さ
ん

今
回
は
、
昭
和
町
猟
友
会
の

会
長
十

一
年
目
と
い
う
、
ク
レ

ー
射
撃
で
活
躍
中
の
西
条
一
区
の
窪

田
正
男
さ
ん
六
十
四
歳
を
紹
介
し
ま

'しょ
v

つ。
十
五
歳
の
と
き
か
ら
、
知
人
が
猟

を
し
て
い
た
関
係
で
銃
に
興
味
を
持

ち
、
戦
争
な
ど
銃
に
接
す
る
機
会
が

多
く
狩
猟
を
始
め
た
窪
田
さ
ん
は
、

農
業
が
忙
し
く
な
り
一
時
は
銃
を
す

て
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
年
ほ
ど
前

か
ら
余
暇
が
で
き
て
き
た
の
で
銃
法

所
持
の
許
可
を
と
り
、

ふ
た
た
び
銃

を
も
ち
一
年
中
撃
て
る
と
い
う
乙
と

で
ク
レ

l
射
撃
も
始
め
た
そ
う
で
す
。

今
年
の
県
体
育
祭
で
は
、
ク
レ
ー

射
撃
壮
年
ス
キ
l
ト
で
準
優
勝
す
る

な
ど
数
々
の
賞
を
と
っ
て
い
る
窪
田

さ
ん
は
、
「
練
習
は
年
五
千
発
、
た

ま
に
は
、
女
房
も
連
れ
て
い
き
ま
す
ハ

射
撃
は
私
の
健
康
法
で
体
の
動
く
限

り
つ

c
つ
け
た
い
」
と
、
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

射
撃
の
腕
前
も
さ
る
乙
と
な
が
ら

仲
の
良
い
夫
婦
ぶ
り
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。



報

電
電
公
社
か
ら
:
:
・
・

山

ハ

ン

タ

ー

の

一

一

の
方
で
も
簡
単
に
つ
け
ら
れ
ま
す
o

A

自

衛

隊

で

は

昭

和

五

十

八

年

度

二

日

皆

さ

ん

に

お

願

い

/

山

十

月

十

二

日

に

付

属

病

院

の

開

院

V
青
色
申
告
を
す
る
に
は
い
等
陸
士
、
海
士
、
空
士
を
募
集
し
て
一
毎
年
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
猟
一
が
あ
っ
た
山
梨
医
科
大
学
で
は
、
地

必
要
な
帳
簿
を
つ
け
る
と
と
も
に

M

い
ま
す
。

V

銃
の
散
弾
に
よ
っ
て
、
各
地
で
電
話

M

域
周
辺
の
人
々
と
の
交
流
、
学
内
の

'-

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
、
日
あ
な
た
の
希
望
さ
れ
る
職
場
と
安
百
ケ
ー
ブ
ル
が
損
傷
を
受
け
、
故
障
の

M

親
睦
を
は
か
る
た
め
に
、
第
三
回
医

青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の

w
定

し

た

待

遇

は

充

実

感

あ

ふ

れ

る

毎

ゲ

原

因

と

な

り

ま

す

。

仏

大

祭

を

開

催

し

ま

す

。

三
月
十
五
日
ま
で
(
新
た
に
事
業
日
を
送
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。
ね

ζ

の
よ
う
な
故
障
は
、
人
里
離
れ
仏
期
日
十
一
月
四
日

1
六
日

リ

山

戸

!

~

を
始
め
た
と
き
は
、
始
め
た
日
か

V
身

分

特

B
職
国
家
公
務
員

V

た
山
間
部
や
河
川
岸
な
と
て
発
生
す
一
…
会
場
山
梨
医
科
大
学
構
内

ら
二
カ
月
以
内
)
に
税
務
署
へ
提

V
給
与
初
任
給
九
万
六
、
二
一
一
る
だ
け
に
、
故
障
箇
所
の
発
見
や
修
の
企
画
内
容
市
民
医
学
講
座
、
研
究

出
し
て
く
だ
さ
い
。

0
0円
、
衣
食
住
は
無
料
、
各
種
手

W

理

に

た

い

へ

ん

な

人

子

と

時

間

が

か

品

発

表

、

前

後

夜

祭

、

コ

※

お

問

い

合

せ

は

、

税

務

署

・

町

当

支

給

一

か

つ

て

し

ま

い

ま

す

。

一

ン

サ

l
ト
、
映
画
な
ど

商
工
会
・
役
場
税
務
課
へ

V
賞

与

年

三

回

一

一

電

々

公

社

で

は

「

発

砲

注

意

」

の

M
I
-
-
1
1
1
1
1
1
l
l
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
V有
給
休
暇
年
二
十
四
日
と
年
末
一
一
標
識
を
つ
け
た
り
、
パ
卜
ロ

lzm
老

人

看

護

教

室

へ

の

!
こ
ん
な
共
済
制
度
を

i
l
l
1

年
始
の
特
別
休
暇
あ
り
o

m

強

化

す

る

な

ど

対

策

を

講

じ

て

い

ま

仇

お

さ

そ

い

ご
存
知
で
す
か

V
受
験
資
格
十
八
歳

1
手
五
歳
一
一
す
が
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
協
一
…
日
時
十
一
月
一
干
日
・
手
七

V
事
業
主
の
退
職
金
制
度
(
小
規
模
未
満

V

力

が

是

非

と

も

必

要

で

す

。

電

話

ケ

小

日

・

十

二

月

四

日

~
 

企

業

共

済

)

※

く

わ

し

く

は

、

自

衛

隊

山

梨

地

方

山

l
プ

ル

に

十

分

気

を

つ

け

て

、

狩

猟

~

午

後

一

時

三

十

分

1
四
時

~
 

連

絡

部

電

五

三

|

一

五

九

一

一

…

を

し

て

く

だ

さ

い

。

一

一

場

所

甲

府

保

健

所

乙
の
制
度
は
、
い
わ
ば
国
が
つ
く

1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
u
I
l
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-ー
一
一
※
参
加
希
望
の
方
は
十
一
月
十
日
ま

っ
た
事
業
主
の
退
職
金
制
度
で
す
。

l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-
h
J劃
引
引
引
|
|
l
N
で
に
役
場
保
健
課
(
保
健
婦
)
ま
で

月

々

掛

金

を

納

付

し

て

い

た

だ

く

乙

秋

の

全

国

火

災

予

防

運

動

一

一

説

明

会

の

ご

案

内

一

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

と

に

よ

っ

て

、

事

業

を

や

め

た

り

、

十

一

月

二

十

六

日

j

一
一
昭
和
五
十
八
年
分
青
色
申
告
決
算
説

M
I
l
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
E

役

員

を

退

職

し

た

と

き

な

ど

、

第

一

士

一

月

二

日

一

明

会

が

つ

ぎ

の

と

お

り

行

わ

れ

ま

す

。

…

…

最

低

賓

金

攻

E

線
を
退
い
た
と
き
に
法
律
で
定
め
ら
火
災
の
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
を
む
仏

V
日

時

十

一

月

三

O
日
(
水

)

W

3

イ

j

j

E

J

れ
た
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
掛
か
え
、
全
国

一
斉

に

火

災

予

防

運

動

一

一

午

後

一

時

三

O
分

山

山

梨

労

働

基

準

局

で

は

、

十

月

七

金
は
、
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
節
、

が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
乙
れ
は
悲
惨

m

V
場
所
中
央
公
民
館
講
義
室
一
日
か
ら
最
低
賃
金
を
つ
ぎ
の
と
お
り

税

を

し

な

が

ら

財

産

、

つ

く

り

の

お

役

な

焼

死

事

故

や

大

切

な

財

産

の

損

失

一

一

改

正

し

ま

し

た

。

に

立

ち

ま

す

。

を

防

ぐ

た

め

、

す

べ

て

の

人

に

防

火

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
-
山

V
適
用
地
域
山
梨
県
の
区
域

防

災

意

識

を

高

め

で

も

ら

う

た

め

行

女

献

血

に

こ

協

力

を

…

一

V
適
用
す
る
労
働
者
県
内
の
事
業

※

こ

れ

ら

の

制

度

の

く

わ

し

い

乙

と

わ

れ

る

も

の

で

す

。

日

十

一

月

四

日

(

金

)

山

場

で

働

く

人

は
町
の
商
工
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

0

・

全

国

統

一

標

語

午

前

九

時

三

十

分

1

m

V

最
低
賃
金
額

午
後
十
二
時

V

曾

七

五

|

三

三

四

四

「

点

検

は

防

火

の

は

じ

ま

り

し

め

午

後

一

時

1
午

後

三

時

品

一

日

三

、

一

九

一

円

く

く

り

」

場

中

央

公

民

館

前

駐

車

場

自

(

一

時

間

三

九

九

円

)

V
青
色
申
告
と
は

毎
日
の
収
入
や
経
費
な
ど
を
帳
簿

に
つ
け
，
、
そ
の
記
帳
に
基
づ
い
て

正
確
に
所
得
や
税
額
を
申
告
す
る

人
は
、
税
金
の
面
で
い
ろ
い
ろ
有

利
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
乙

れ
が
「
青
色
申
告
」
で
す
。

V
記
帳
は
簡
単
な
も
の
で
す
。

現
金
出
納
帳
を
中
心
と
し
た
「
簡

易
帳
簿
」
を
つ
け
れ
ば
よ
い
乙
と

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
初
め
て

広町

V
取
引
先
倒
産
の
場
合
の
資
金
手
当

を
い
た
し
ま
す
。
(
中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
制
度
)

中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
国
が
つ
く
っ
た
制
度

で
す
。
加
入
後
六
か
月
以
上
た
っ
て

取
引
先
事
業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金

債
権
等
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
場

合
、
掛
金
総
額
の
十
倍
の
範
囲
内
(
最

高
二
、
一

O
O円
)
で
、
無
担
保
無

保
証
人
、
無
利
子
で
共
済
金
の
貸
付

け
が
迅
速
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
(
た

だ
し
、
貸
付
け
を
受
け
た
共
済
金
の

十
分
の
一
に
相
当
す
る
掛
金
額
に
対

す
る
権
利
は
消
滅
し
ま
す
。
)
掛
金

は
、
税
法
上
必
要
経
費
ま
た
は
損
金

算
人
と
な
り
ま
す
。

和日百(7) 昭和 58年 11月 1日発行

自

衛

官

募

集

中

山
梨
医
科
大
学
祭
開
催

時所
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実施日 受付時間 該 当 児 場所

11月 9日(71<)午後 昭昭和和5588年年 47月月生生ままれれ
中央

1時~
公民館

11月10日制 2時 昭昭和和5578年年110月月生生ままれれ

母子手帳・食べものについての質問票携行品

11月29日(火) 午後 l時--2時

中央公民館

昭和56年 3月25日~昭和56年8月31日までの出

生児 CI期)

昭和54年 9月 1日~昭和56年3月24日までの出

生児で未接種者

I期 3回を完了して 1年から l年 6か月を経過

した者 Cll期)ただし、 5'歳 6か月までの幼児。

母子手帳・問診票

時

所

児当

日

場

該

11月 5日(土)

11月19日(土)

午前9時

--11時30分
場所中央公民館

※母子手帳交付希望者
は印鑑をお持ちくださ

い。また一般健康相

談は40歳以上の方を

対象に行います。

日時

日時

11月4日(金)

午前10時20分
--10時25分

旧役場前

日程 曜日 内 容 地 区

2日 水 ガラス類 全地区

4日 金 可燃物 /1 

7日 月 /1 〆/

10日 木 ノ〆 〆/

14日 月 /1 /1 

16日 水 金属類 西条地区

17日 木 可燃物 全 地 区

18日 金 金属類 押原・常永

21日 月 可燃物 全 地 区

24日 木 f〆 庁

28日 月 "ノ /1 

場所

11月15日(火)午後 l時--2時

中央 公民 館

昭和57年8月 1日~昭和58年 7月31日までの出

生児。

昭和57年 8月 1日以前に生まれた子で 4歳以下

の未投与者。

携行品母子手帳・問診票

※追加投与を11月24日付守午後 1時--2時まで実施いたし

ます。なお、 1か月以内に麻しん、 3種混合、 BCG

等の予防接種をした幼児は投与できません。

携行品
実施 日 11月30日(水)受付時間

場 所中央公民館

該当児昭和 58年6月 1日--9月30日までの出生児

携行品母子手帳

※離乳食指導も同時に開催いたします。

午後 l時--2時

時

所

児当

日

場

該

11月17日(木) 受付時間

中央公民館

昭和57年 3月 1日~昭和57年 5月31日までの出
生児

診査内容 内科・歯科検診・身体測定・保健指導
携行品母子手帳、 1歳 6か月児健康質問票

※健康質問票の各項記入のうえ当日、受付へ提出して
ください。

午後 1時--2時日
所
児

施

当

実
場
該

すι小ゆ小必や4 小 4 小 4 小-. -開}開}凋 V 刊}欄 V 開 V 開-. -町-..~..-"-"---"-"一"
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